
鳥取県
西伯郡

私の父は外出の際、いつもキャップをかぶ
り眼鏡をかけていた。だから、町で見覚え
のあるブルゾンが見え、しかもキャップに
眼鏡を掛けていたりすると、私はもう疑い
もなく「父」だと思い込み、うっかり声を
かけてしまったことも…実は、一度や二度
ではない。そそっかしいのか、思い込みが
激しいのか、とにかく第一印象で決めてか
かる癖があるのだ。
　だから、この写真を夫に見せられた時も、
しばらく富士山だと信じて疑わなかった。
ただ、夫が先日出掛けていったのは鳥取だ
ったような気が…。エッセイを書くにあた
って、いよいよその疑問と向き合わなけれ
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思い込み
第二十四章

尾形的

Pro�le
尾形正茂 株式会社シェルパの代表であり、カメラ

マンとして広告や雑誌の他、CDジャケッ
トやグラビアなどに携わり日々格闘中。

尾形  操 平成17年よりフリーとして独立。現在は
Macによる広告などのレイアウト・デザ
インに携わり日々格闘中。

シェルパホームページ▲

http://www.sherpa-jp.com

ばならなくなり、夫に「この山って…富士
山 ?」と恐る恐る訊ねてみると、夫は「そ
れ、富士山じゃないし !」としたり顔。確か
に、よく見れば違う山だ。
　よくよく聞いてみれば、夫自身も、居眠
りから目を覚ました時、目の前に現れたこ
の山を一瞬、富士山だと思い込み、「鳥取に
来たはずなのに」と大層慌てたそうだ。
　中国地方にお住まいの読者ならおわかり
だろう。この山こそ、中国地方随一の名峰
「大山（だいせん）」である。北壁、南壁は
侵食と崩落で険しい山容を見せながら、西
側から見るとなだらかという不思議な山。
この写真の側が正面なのか、はたまた後ろ

姿なのか、横顔なのか…は別にして、別名、
“伯耆富士 ”とも呼ばれる大山に、「あなた
のお知り合いの “ 富士山 ” とは、全くの別
人ですよ」と言われたようで、写真を前に
ちょっとバツが悪かった。


